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～煌
きらめ

く海、瞳輝く、実りのまち～

No.74 5月号
●小豆島町平成24年度予算
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●小豆島町奨学資金の貸付けを拡充しました
　 24年度奨学生募集
●小豆島町組織図
● 4月から65歳以上の方の介護保険料を改定します
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言
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「不朽の名作、美しい歌声で」
～ミュージカル「二十四の瞳」小豆島公演から～
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◆ヘルスケアシステム導入事業
（光ファイバーを活用した健康づくりシステムの導入）

◆配食サービス事業
◆機能訓練・短時間デイサービス
　（入浴や食事介助、機能訓練のみの短時間のデイサービスの
実施）

◆公立病院再編整備事業負担金　
◆オリーブによる健康長寿の島づくり

◆妊婦歯科健康診査の無料化
◆家庭保育サポート事業
　（こどもの一時預かり、送迎サービスの実施）
◆子育ち応援モデル事業
　（教育、発育に関する先進的な取り組みを行う個人・団体を支援）

◆第3子以降保育料完全免除事業
◆大学育英資金貸付事業
　（大学生等に対する奨学金の貸付金額の増額）

◆保育士・幼稚園教諭のスキルアップ事業
　（職員研修講演会の開催など）

◆地域振興アドバイザー設置事業
　（産業の研究・技術開発力の向上等にむけたアドバイザーの設置）

◆食のマーケティング調査委託事業
　（小豆島の食品に関する消費者意識調査を実施）
◆中山の棚田活性化事業
　（棚田の村構想の実現に向けて、各種の事業を展開）
◆高品質園芸作物生産拡大条件整備事業
　（菊栽培管理施設の導入補助など）
◆新規就農者確保事業
　（独立自営をめざす新規就農者に対する支援）

◆加工・業務用農産物安定供給事業
　（オリーブ搾油機等の導入補助） 

5,269千円

3,042千円
5,140千円

2,000千円
8,913千円

419千円
11,672千円

1,129千円

4,560千円
28,320千円

954千円

1,694千円

1,512千円

2,994千円

9,992千円

1,500千円

6,255千円

など（４月号別２・３・４・５ページ参照）

など（４月号別５・６ページ参照）

など（４月号別６・７ページ参照）

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
、
社
会
の
か
か
え
る
困
難
な
課
題
を
克
服
し
、

新
し
い
時
代
の
扉
を
開
く
た
め
に
は
、今
直
ち
に
全
力
投
球
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
、
小
豆
島
町
発
足
後
最
大
の
規
模
と
な
る
積

極
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
未
来
の
小
豆
島
を
元
気
に
す
る
「
新
し
い
島
づ
く
り
に
む
け
た
取
り

組
み
」
を
中
心
に
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
の
平
成
24
年
度
施
政
方
針
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

小豆島の元気のために、未来にむけての島づくり
平成24年度一般会計当初予算

新しい島づくりにむけた取り組みは、80事業、総額9億9,339万1千円

①　医療と福祉の充実　5,742万8千円　11事業　新規５　継続6

②　子 育 ち 応 援　8,201万円　21事業　新規13　継続8

③　産業の活性化　4,849万円　18事業　新規11　継続7
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◆瀬戸内国際芸術祭事業
◆産業の営みプロジェクト（醤の郷）
（登録有形文化財の維持保全活動支援事業など）
◆ジャンボフェリー関連キャンペーン事業　
◆木下恵介生誕100年記念事業
◆大相撲小豆島場所開催事業

◆生涯学習のまちづくり支援事業
　（地域住民自らが行う生涯学習活動推進のための助成制度の創設）

◆演劇「二十四の瞳」上演助成事業　
◆住宅用太陽光発電設備設置補助事業
◆電気自動車普及促進事業
◆移住促進対策事業

◆光ファイバ網整備事業
◆坂手港整備事業
　（坂手港にサイドランプゲート新設など）

◆天狗岩丁場跡遊歩道等整備事業

11,940千円
3,628千円

661千円
1,325千円
2,000千円 

3,048千円

3,000千円
5,600千円
4,900千円
14,680千円

548,900千円
108,000千円

15,376千円

など（４月号別７・８・９ページ参照）

など（４月号別９・10ページ参照）

など（４月号別 10ページ参照）

私たち一人あたりに使われる金額　49万996円　　町が賄える金額　15万2,025円
※H24. 4. 1 住民基本台帳人口 16,221人および自主財源により算出しています。

（単位は百万円、かっこ内は％、百万円未満は四捨五入）（単位は百万円、かっこ内は％、百万円未満は四捨五入）

⑥　インフラ整備　6億9,239万8千円　　7事業　新規6　重点化1

⑤　新しい絆社会　4,177万6千円　7事業　新規5　継続2

④　賑わいづくり　7,128万9千円　16事業　新規6　重点化10

歳入 歳出

地方交付税　地方交付税　3,343,347（41.341.3）

　町債　町債
　1,071,073
（13.213.2）

県支出金県支出金
51515（6.46.4）

国庫支出金国庫支出金
42424（5.25.2）

　　依存財源　　依存財源
　5,645,644
（69.669.6）

　　自主財源　　自主財源
　　　　　　　　2,462,466
　　　　（　　　　（30.430.4）

繰入金繰入金
37375（4.64.6） 公債費公債費

83834（10.310.3）

扶助費扶助費
74744（9.29.2）

普通建設事業費普通建設事業費
1,261,265（15.615.6）

補助費等補助費等
　1,531,531
　　（　　（18.918.9）

　物件費　物件費
1,071,071
（13.213.2）

　繰出金　繰出金
63638（7.97.9）

　　義務的経費　　義務的経費
　　　　　　　　3,093,096
　　　　（　　　　（38.238.2）

　　　　　　　 その他のその他の
　　　　経費　　　　経費
　　　　　　3,7463,746
　　（46.246.2）

投資的経費投資的経費
1,261,268（15.615.6）

災害復旧費災害復旧費　3（0.00.0）

使用料及び手数使用料及び手数料
18183（2.32.3）

諸収入諸収入
18187（2.32.3）

分担金及び負担分担金及び負担金
85（1.01.0）
そのその他 64（0.80.8）

地方交付税　3,347（41.3）

　　依存財源
　5,644
（69.6）

　　自主財源
　　　　2,466
　　　　（30.4）

　　義務的経費
　　　　3,096
　　　　（38.2）

　　　　 その他の
　　　　経費
　　　3,746
　　（46.2）

町税
1,572（19.4）

人件費
1,518（18.7）

積立金
332（4.1）

災害復旧費　3（0.0）

その他
174（2.1）

補助費等
　1,531
　　（18.9）

普通建設事業費
1,265（15.6）

　町債
　1,073
（13.2）

繰入金
375（4.6） 公債費

834（10.3）

扶助費
744（9.2）

使用料及び手数料
183（2.3）

諸収入
187（2.3）

分担金及び負担金
85（1.0）
その他 64（0.8）

地方消費税交付金　171（2.1）
地方譲与税　73（0.9）

その他の交付金 41（0.5）

県支出金
515（6.4）

国庫支出金
424（5.2）

　物件費
1,071
（13.2）

　繰出金
638（7.9）

投資的経費
1,268（15.6）

○一般会計　歳入歳出グラフ
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小
豆
島
高
校
野
球
部
が
春
の

香
川
県
高
校
野
球
大
会
で
優
勝

し
ま
し
た
。
小
豆
島
高
校
史
上

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

私
は
野
球
が
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
大
好
き
で
す
。
小
豆
島
高

校
が
甲
子
園
に
出
て
、
大
活
躍

す
る
こ
と
を
ず
っ
と
夢
見
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
校
生
の
数
が

減
っ
て
、
島
っ
子
だ
け
の
チ
ー

ム
が
そ
う
簡
単
に
甲
子
園
に
出

ら
れ
る
わ
け
は
な
く
、
実
際
は
、

夢
の
ま
た
夢
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
も
、
地
元
の

中
学
校
の
卒
業
生
だ
け
の
選
手

12
人
の
チ
ー
ム
で
す
。
島
っ
子

12
人
の
「
二
十
四
の
瞳
」
チ
ー

ム
も
健
闘
は
し
て
も
、
甲
子
園

な
ん
て
夢
の
ま
た
夢
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
杉
吉
勇
輝
監
督

は
、
人
数
が
少
な
け
れ
ば
少
な

い
ほ
ど
、
密
度
の
高
い
練
習
が

で
き
る
、
島
っ
子
チ
ー
ム
こ
そ

甲
子
園
に
行
け
る
の
だ
と
考
え

ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
、Enjoy 

Baseball
（
楽
し
む
野
球
） 

と

Super A
ggressive Baseball

（
超
積
極
的
な
野
球
）
で
す
。

全
員
が
野
球
を
楽
し
み
、
伸
び

伸
び
と
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
も
科
学
的

か
つ
合
理
的
。
こ
の
冬
も
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
食
事
の
改
善

で
、
驚
く
ほ
ど
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。

　

杉
吉
監
督
と
選
手
ら
に
と
っ

て
、
甲
子
園
は
夢
の
存
在
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
懸
命
練
習

を
し
て
、
試
練
を
乗
り
越
え
て
、

実
現
可
能
な
目
標
で
す
。
実
力

で
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
甲
子

園
に
出
る
だ
け
で
な
く
、
勝
ち

抜
い
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
、
今
年
の
春
の
選

抜
の
21
世
紀
枠
の
香
川
県
指
定

校
に
選
ば
れ
た
と
き
、
杉
吉
監

督
は
、
21
世
紀
枠
で
は
な
く
、

実
力
で
夏
の
甲
子
園
を
め
ざ
し
た

い
と
力
強
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

春
の
県
大
会
優
勝
は
そ
の
第

一
歩
で
す
。
こ
れ
か
ら
大
変
で

す
。
他
チ
ー
ム
か
ら
マ
ー
ク
さ

れ
ま
す
。
チ
ー
ム
の
課
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
。
夏
ま
で
に
、

も
み
に
も
ん
で
、
も
っ
と
力
を

つ
け
て
夢
を
実
現
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

小
豆
島
高
校
野
球
部
の
み
ん

な
。
感
動
を
あ
り
が
と
う
。
私

も
負
け
ず
に
、
小
豆
島
を
誰
も

が
う
ら
や
む
元
気
な
島
に
す
る

と
い
う
夢
を
実
現
す
べ
く
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。　

（
4
月
2
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
の
手
延
素
麺
は
、
慶

長
３
年
（
１
５
９
８
）
頃
に
三

輪
地
方
よ
り
そ
の
技
術
を
持
ち

帰
っ
て
以
来
四
百
年
余
り
、
風

光
明
媚
な
環
境
と
、
先
人
達
の

知
恵
と
努
力
に
よ
り
、
地
場
産

業
と
し
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
手
延
素
麺
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

食
の
多
様
化
、
生
産
者
の
高
齢

化
等
、
厳
し
い
問
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
３
年
前
よ

り
手
延
素
麺
協
同
組
合
青
年
部

活
動
の
一
環
と
し
て
『
小
豆
島

そ
う
め
ん
流
し
』
〜
島
に
は
島

の
夏
の
ル
ー
ル
〜
と
銘
打
っ
て

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
公
園
で
行
っ

て
い
る
延
長
百
二
十
メ
ー
ト
ル

の
《
そ
う
め
ん
流
し
》
が
非
常

に
好
評
と
な
り
、
毎
年
来
場
者

数
が
倍
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

素
麺
組
合
の
主
力
商
品
で
あ
る

素
麺
﹇
島
の
光
﹈
の
広
報
宣
伝

に
大
い
に
貢
献
す
る
と
共
に
、

将
来
を
担
う
青
年
部
の
活
性

化
、親
睦
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
商
品
開
発
や
、

消
費
者
に
安
全
安
心
で
お
い
し

い
素
麺
を
提
供
し
て
ゆ
く
為
に
、

製
品
管
理
に
よ
り
一
層
力
を
入

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
講
演
会
を
は

じ
め
、
素
麺
酸
化
臭
の
原
因
究

明
や
微
生
物
検
査
、
異
物
検
査

等
を
、
香
川
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所
に
ご
協

力
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
研
究
所
と
連
携
推
進
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
製
品
造

り
に
邁
進
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

12人全員で優勝を勝ち取った
選手の皆さん　　　　　　　

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

『
小
豆
島
高
校
野
球
部
県
大
会
優
勝
』

小豆島そうめん流しの様子

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

「
小
豆
島
の
手
延
素
麺
産
業
と
組
合
活
動
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

小
豆
島
手
延
素
麺
協
同
組
合

代
表
理
事

三　

木　

義　

忠
Vol.16

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂
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役
場
の
組
織
は
、
そ
の
時
代

に
必
要
と
さ
れ
る
行
政
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
、
４
月
か
ら

新
し
い
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
、
町
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
新
し
い

施
策
を
行
う
た
め
の
組
織
が
必

要
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
組
織
改
革
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
分
野
別
の
課
と
い

う
組
織
を
政
策
や
施
策
で
括
っ

て
、
総
合
的
に
行
政
を
進
め
る

政
策
推
進
型
組
織
と
し
て
「
部
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
縦
割
り
だ
け
の
行
政
組
織
を

改
め
、
関
連
す
る
課
を
ま
と
め

て
1
つ
の
部
を
作
り
、
横
の
連

携
に
よ
り
仕
事
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

部
の
編
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
し
い
島
づ
く
り
を
め
ざ

す
た
め
に
、
ま
ず
、
企
画
振
興

部
は
、
産
業
の
活
性
化
、
賑
わ

い
づ
く
り
、
新
し
い
絆
社
会
を

達
成
す
る
た
め
に
、
し
っ
か
り

し
た
政
策
立
案
の
元
、
地
域
振

興
お
よ
び
生
活
基
盤
整
備
を
実

施
す
る
組
織
で
す
。

　

次
に
健
康
福
祉
部
は
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
若
者
に

定
住
し
て
も
ら
う
地
域
の
基
盤

で
あ
る
医
療
と
福
祉
の
充
実
、

絆
社
会
を
も
と
に
健
康
づ
く
り

と
地
域
福
祉
の
施
策
を
実
施
す

る
組
織
で
す
。

　

教
育
委
員
会
に
教
育
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
子
育

ち
支
援
を
強
力
に
推
し
進
め
、

子
供
が
健
や
か
に
育
つ
施
策

を
実
施
す
る
組
織
と
し
て
い
ま

す
。

　

総
務
部
は
行
政
組
織
全
体
で

取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い

政
策
や
地
域
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
施
策
の
実
施
、
内
部
的

な
事
務
を
所
管
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
の
利
便
性

に
も
十
分
考
慮
し
、
役
場
に
来

る
用
事
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
と

違
っ
た
所
に
行
か
な
く
て
も
よ

い
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
組
織
改
革
は
あ
く
ま
で
も

行
政
機
能
を
高
め
、
喫
緊
の
課

題
に
適
応
で
き
る
組
織
の
内
部

充
実
に
視
点
を
置
い
た
も
の
で

す
。　

　

今
、
私
た
ち
の
町
は
、
そ
し

て
小
豆
島
は
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
で
す
。
子
供
た
ち

に
こ
の
す
ば
ら
し
い
古
里
を
伝

え
て
い
く
た
め
に
、
小
豆
島
町

で
は
数
々
の
事
業
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
町
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
組
織
と
し
て
横
の
連
携

を
密
に
し
、
的
確
で
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
行
政
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

大
会
は
、
５
月
27
日
㈰
午
前

９
時
か
ら
、
坂
手
港
町
営
広
場

で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
午
前
10

時
に
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

大
会
当
日
、
ラ
ン
ナ
ー
は
５

㎞
、
10
㎞
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

３
種
目
と
も
コ
ー
ス
の
右
側
を

走
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
円
滑
な
大
会

運
営
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り

ラ
ン
ナ
ー
に
温
か
い
声
援
を
！

ラ
ン
ナ
ー
に
温
か
い
声
援
を
！

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
新
し
い
組
織
で
」

総
務
部

部
長
兼
総
務
課
長

空　

林　

志　

郎

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

　

全
国
大
会
事
務
局

☎
82
―
２
９
０
０

 川

国道436号 

県道田浦坂手線  
県道坂手港線

児島 

弁天島 

内海港 

堀越漁港 

田浦漁港 
瀬
の
倉 

 
漁
港 

西村 

草壁 
安田 

馬木 

坂手 

古江 

瀬戸 

堀越 

田浦 

 ※

。
す
ま
り
な
と
止
行
通
面
全
両
車
が
間
区
た
し
示
で

 

20122012
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会

　

全
国
か
ら
健
脚
自
慢
が
集
ま
る
「
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
」
が
、
５
月
27
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
も
、
全
国
か
ら
５
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
申
し
込
み
が
あ

り
、
当
日
は
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
さ
わ
や
か
な
風
を
受
け
な
が
ら
内

海
湾
沿
い
を
走
り
抜
け
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

交通規制　5月27日㈰
規制 区　　　　　間 時 間

車
両
全
面
通
行
止

坂手～
馬木

坂手・徳本大角灯台入口三差
路から、馬木金両石油交差点
までの県道

　9：30

～

12：30

古江～
田浦

古江三差路から田浦映画村ま
での県道

馬木～
草壁

馬木金両石油交差点から寒霞
渓公園線登山口（草壁本町）交
差点までの県道および国道
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小
豆
島
町
奨
学
資
金
の
貸
付
け
を
拡
充
し
ま
し
た

24
年
度
奨
学
生
募
集

第
３
子
以
降
の
保
育
所
・
幼
稚
園
保
育
料
の

免
除
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す

対
象
者　

高
等
学
校
、
大
学
等

に
在
学
中
で
、
次
の
用
件
を

満
た
す
方
に
貸
し
付
け
を
行

い
ま
す
。

●
小
豆
島
町
に
居
住
す
る
方
ま

た
は
、
中
学
校
か
高
等
学
校

卒
業
時
ま
で
小
豆
島
町
に
居

住
し
て
い
た
方　

●
修
学
の
意
欲
が
あ
り
、
卒
業

が
見
込
め
る
方

●
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

●
小
豆
島
町
保
健
医
療
関
係
職

修
学
資
金
貸
付
を
受
け
て
い

な
い
方

●
貸
付
申
請
者
を
監
護
し
、
か

つ
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
の

所
得
（
所
得
の
高
い
方
）
が

基
準
額
未
満
の
方

例
：
扶
養
親
族
1
人
の
場
合
、

所
得
額
６
６
０
万
円
未
満
、
扶

養
親
族
2
人
の
場
合
、
所
得
額

６
９
８
万
円
未
満
、
以
下
扶
養

親
族
が
一
人
増
え
る
ご
と
基
準

額
が
38
万
円
ず
つ
増
加
し
ま
す
。

貸
付
金
額

高
等
学
校
等

　
　

月
額
１
０
，０
０
０
円

大
学
等 

　
　

月
額
５
０
，０
０
０
円

貸
付
期
間　

貸
し
付
け
を
開
始

す
る
月
か
ら
在
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
学
期
間
ま
で

返
還　

貸
し
付
け
終
了
の
翌
月

か
ら
据
置
期
間
（
１
年
間
）

を
経
過
し
た
後
、
貸
し
付
け

を
受
け
た
期
間
の
２
倍
に
相

当
す
る
期
間
内

返
還
の
猶
予
お
よ
び
免
除

◇
大
学
等
を
卒
業
後
、
小
豆
島

町
に
住
所
を
有
し
、
小
豆
島

町
ま
た
は
土
庄
町
内
の
事
業

所
に
就
業
す
る
と
き
返
還
の

猶
予
を
行
い
ま
す
。

◇
猶
予
が
８
年
間
も
し
く
は
貸

付
け
を
受
け
た
期
間
の
２
倍

に
相
当
す
る
期
間
の
い
ず
れ

か
長
い
方
の
期
間
を
経
過
す

れ
ば
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

　

５
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
教
育
課　
☎
８
２
―
７
０
１
４

　

本
町
で
は
、
就
業
と
子
育
て

の
両
立
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
現
在

行
っ
て
い
る
第
3
子
以
降
の
3

歳
未
満
児
の
保
育
料
免
除
に
加

え
て
、
3
人
以
上
の
子
を
現
に

扶
養
す
る
世
帯
に
対
し
て
、
第

3
子
以
降
3
歳
以
上
児
の
保
育

料
を
免
除
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
豆
島
町
内
に
住
所

を
有
し
、
３
人
以
上
の
子
を
現

に
扶
養
す
る
世
帯
に
対
し
て
、

第
3
子
以
降
の
幼
稚
園
保
育
料

お
よ
び
預
か
り
保
育
料
も
同
様

に
免
除
し
ま
す
。

　

免
除
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
用
紙
は
子
育
ち
共
育
課
、

保
育
所
、
幼
稚
園
に
備
え
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
ち
共
育
課

　
　

☎
８
２
―
７
０
１
０

実
施
期
間

 

6
月
中
旬
（
平
日
）
1
泊
2
日

研
修
場
所　

三
木
町
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
周
辺

募
集
対
象　

町
内
出
身
者
で
、

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ

る
20
歳
以
上
の
方

※
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、

初
心
者
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

募
集
定
員　

3
名

申
込
期
間　

5
月
下
旬
〜6月

上
旬

申
し
込
み
先　

内
海
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
は
先
着
順
の
た

め
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、

期
間
中
で
も
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
海
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎

８
２
―
５
１
７
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
修
学
の
意
欲
が
あ
っ
て
も
経
済
的
な
理
由
で
修
学

が
困
難
な
方
の
修
学
の
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
振

興
と
発
展
に
必
要
な
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
に
奨
学
資
金
の

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
お
よ
び
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
大
学
等
に
進
学
し
た
方
へ
の
貸
付
金
額
を
増
額
す
る
と
と
も

に
、
大
学
等
を
卒
業
後
、
小
豆
島
町
に
住
所
を
有
し
、
小
豆
島
の

事
業
所
に
就
業
し
た
方
の
返
還
猶
予
お
よ
び
免
除
制
度
を
新
設

し
ま
し
た
。

平
成
平
成
2424
年
度
香
川
県
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
連
絡
協
議
会

年
度
香
川
県
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
ご
案
内

〜
小
豆
島
の
海
、
こ
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
、

　
　
　
　

カ
ヌ
ー
等
に
興
味
の
あ
る
方
大
募
集
〜



2012.57

働く婦人の家働く婦人の家
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全
国
的
に
子
ど
も
が
被
害
者

と
な
る
事
件
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
豆
警
察
署
で
は
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、

草
壁
本
町
の
登
山
口
交
差
点
と

池
田
の
平
木
交
差
点
の
２
か
所

に
、
地
元
自
治
会
や
小
豆
島
町

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
防
犯

カ
メ
ラ
付
き
緊
急
警
報
装
置
」

を
設
置
し
、
４
月
１
日
か
ら
運

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
、
緊
急
ボ
タ
ン

を
押
す
と
、
警
報
音
が
吹
鳴

す
る
と
と
も
に
赤
色
灯
が
点
灯

し
、
周
囲
に
緊
急
事
態
の
発
生

を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
緊

急
事
態
発
生
時
に
は
、「
駆
け

つ
け
隊
」（
地
元
自
治
会
有
志
の

方
々
）
が
直
ち
に
現
場
に
駆

け
つ
け
、
子
ど
も
の
保
護
と

１
１
０
番
通
報
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
は
、
こ
の
装
置

を
安
田
交
差
点
に
設
置
し
て
お

り
、
小
豆
島
町
内
に
は
合
計
３

基
を
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
管
理
も
地
元
自
治
会
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

小
豆
警
察
署
で
は
、
引
き
続

き
、
小
豆
島
町
を
始
め
、
住
民

の
方
々
と
手
を
携
え
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

小
豆
警
察
署

　

☎
８
２
―
０
１
１
０

防
犯
カ
メ
ラ
付
き
緊
急
警
報
装
置
に
つ
い
て

初
心
者
卓
球
教
室

日
時　

５
月
28
日
㈪
、
６
月
１

日
㈮
、
４
日
㈪
、
８
日
㈮　

   

計
４
回　

　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

（
西
村
）
体
育
室

内
容　

初
心
者
卓
球
教
室

指
導
者　

小
豆
島
町
卓
球
協
会

定
員　

各
15
名
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

準
備
物 

上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト

（
貸
し
出
し
希
望
の
方
は
申
し

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

申
込
締
め
切
り 

5
月
23
日
㈬

申
し
込
み
先　

社
会
教
育
課　

☎
８
２
―
７
０
１
５

小
豆
島
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　

公
開
講
座
受
講
生
募
集

　

5
月
1
日
か
ら
8
月
31
日
に

か
け
て
、
中
山
ホ
タ
ル
の
里
で

国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
観
察
が

で
き
ま
す
。

　

観
察
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

一
粒
の
種　

亘　

和
彦　

　
☎
０
９
０
―
４
５
０
４
―
７
１
２
９

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
観
察
を

し
ま
せ
ん
か

　

昔
の
人
が
書
き
残
し
た
古
い

文
書
を
講
師
の
先
生
と
一
緒
に

解
読
し
な
が
ら
、
歴
史
に
つ
い

て
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん

か
。

︽
古
文
書
に
見
る
島
の
歴
史
︾

日
時　

５
月
26
日
、６
月
23
日
、

７
月
28
日
、
８
月
25
日
、
９

月
22
日

　
（
第
４
土
曜
日
）
計 

５
回

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

★
当
日
、
受
付
は
13
時
か
ら
行

い
ま
す
。

会
場　

５
・
７
・
９
月　

土
庄

町
立
中
央
公
民
館

　

６
・
８
月　

小
豆
島
町
立
図

書
館

講
師　

香
川
県
立
文
書
館

　

資
料
調
査
委
員

　

橋
詰　

茂　

氏　

受
講
料　

無　

料

★
た
だ
し
、
資
料
代
１
冊
３
０

　

０
円
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
町
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課 

☎
６
２
―
７
０
１
３

電
話
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

共
催　

香
川
県
立
文
書
館  

土

庄
町
教
育
委
員
会 

・
小
豆
島

町
教
育
委
員
会

平
成
24
年
度

「
古
文
書
出
前
講
座
」の

　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

講座内容 練　 習　 日 講 師 名

人　形 第　２
水曜日

13：30～
15：30 坂 井 鈴 子

籐細工 第２・４
木 曜 日

13：30～
15：30 松岡志保子

パッチ
ワーク

第２・４
土 曜 日

13：30～
15：30 大 倉 久 誉

受講料　１回500円～1,000円
申込締め切り　５月18日㈮
申し込み・問い合わせ先
　働く婦人の家
　☎82－0410

防犯カメラ付き緊急警報装置

緊急ボタン
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生田句会

広報文芸
短歌　小豆島
三月例会　作品

昼
過
ぎ
の
日
差
し
障
子
に
影
作
り
風
に
戦
げ
る
木
の
葉
を
見
つ
む　
　
　
　
　
　

鎌
野　

博
子

春
い
ま
だ
一
歩
進
み
て
二
歩
下
が
る
寒
の
戻
り
に
右
往
左
往
す　
　
　
　
　
　
　

小
林　

久
子

わ
が
心
ス
パ
イ
シ
ン
グ
し
さ
ら
さ
ら
と
清
ら
に
生
き
む
老
い
て
ゆ
く
日
を　
　
　

柴
田　

令
子

飼
ひ
猫
は
勝
手
気
侭
に
遠
出
な
し
何
処
に
居
る
や
ら
無
事
に
帰
れ
よ　
　
　
　
　

中
村　

史
俊

押
し
乗
す
る
介
護
タ
ク
シ
ー
の
二
人
連
れ
何
時
か
の
我
と
重
な
り
て
見
ゆ　
　
　

山
下
美
千
代

乗
車
し
て
老
は
う
ろ
う
ろ
席
探
し
若
は
ケ
ー
タ
イ
操
作
を
始
む　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

哲
夫

役
立
た
ず
運
送
店
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
前
職
問
へ
ば
「
坊
や
だ
ん
ね
」
と　
　
　
　

堀
内　

実
男

飛
行
機
も
ホ
テ
ル
予
約
も
家
居
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
旅
す
る
今
は　
　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

カ
ー
テ
ン
を
開
け
れ
ば
一
面
雪
景
色
わ
が
家
の
庭
も
名
園
と
な
る　
　
　
　
　
　

山
元　

露
子

倒
産
を
涙
ぐ
み
つ
つ
告
ぐ
る
人
に
「
ひ
た
す
ら
生
き
て
」
と
言
葉
か
け
や
る　
　

立
住
喜
代
子

蝦
竹
輪
が
古
里
の
味
連
れ
て
来
て
今
宵
の
酒
は
「
川
鶴
」
に
せ
む　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

伊
勢
参
る
お
講
も
遂
に
解
か
れ
た
る　
　
　

真
砂　

松
韻

雛
の
町
戻
り
我
家
の
雛
見
る　
　
　
　
　
　

岡
田　

雅
子

春
め
く
や
地
図
に
書
き
込
む
旅
心　
　
　
　

柴
田　

禮
美

束
の
間
の
雪
に
は
し
ゃ
げ
る
島
の
子
ら　
　

大
麻　

孝
子

三
重
の
塔
を
抱
き
て
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　

中
岡
佐
智
子

美
容
院
籠
に
飾
り
し
豆
雛　
　
　
　
　
　
　

真
砂
つ
ぼ
み

母
逝
き
て
は
や
一
周
忌
梅
ふ
ふ
む　
　
　
　

吉
仲　
　

等

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書 　 名 著者名

（幼児向き）
ぱたぱたももちゃん
おやおやじゅくへようこそ
みどりのカーテンをつくろう
子どもたちはどこに
アンパンマンとバナナダンス

（児童向き）
転校生は忍びのつかい
はやくはやく
セロリマンさんじょうでや
んす
あたしって、しあわせ！
一期一会恋学期。友学期。

（ティーンズ向き）
ねぇ、委員長
トマト・ケチャップ・ス

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

　
　
　
　
　

教
室
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

教
室
の
ご
案
内

小豆島町立
図書館
☎82－0291 夜鳴きめし屋

今日のごちそう
パラダイス・ロスト
長嶋少年
さんくすないと
ももへの手紙
あの夏を生きた君へ
旅は道づれツタンカーメン
ウェルカム・ニッポン
いまを生きる覚悟
無菌病棟より愛をこめて
闘う市長
子どもの身長が気になったら読む本
ニッポンの「世界No.1」企業
野口さん、宇宙ってどんなにおいですか？
やさしい水彩画教室
老婆は一日にして成らず
小澤征爾指揮者を語る
北野武による「たけし」
進化する強さ
うどんを打つ　　　　　　　　　　　　　
ポリ袋漬けのすすめ　　　　　　　
味 噌 力　　　　　　　　　　　　
料理自慢のデイサービスでおじいちゃんおばあちゃんが選んだ
本当においしいレシピ１０１　　　　　
るるぶこどもとあそぼ！中国四国　２０１２

宇江佐　真　理
橋　本　　　紡
柳　　 広 司
ねじめ　正　一
根 本 起 男
百　瀬　しのぶ
水　野　ユーリ
高峰秀子・松山善三
松　尾　スズキ
曽 野 綾 子
加 納 朋 子
桜 井 勝 延
野瀬　宰・野瀬まどか
日本経済新聞出版社
野口聡一・大江麻理子
鈴 木   新
綾小路きみまろ
小 澤 征 爾
北 野　　 武
クルム伊達公子

今月のロビー展

　「体を動かそう !!」図書展
　５月30日㈬まで展示・貸出しますので、ぜひご利用ください。
　「こどもの読書週間」イベント
　５月６日㈰　　紙パックで作る“エコ工作”　　ぜひ、お越しください。

○インターネットで町立図書館の図書の検索・予約ができます !!
小豆島町のホームページ　→　図書館蔵書検索システム
　　　　　　　　　　　　　　　書名・著者名・出版社名から検索できます。
予約をするには、事前にパスワードとメールアドレスの登録手続きが必要となります。
町立図書館・池田こども文庫・各公民館に登録用紙を置いています。
登録手続き完了後、登録されたメールアドレスへ連絡がいきますので、ご確認後、図書の予約
を行ってください。
　※町立図書館のカウンターや電話での予約受付も行いますので、お気軽にご利用ください。

5月の行事予定
行 事 名 日 　 時 対　象

古文書講座
論語を読む会
おはなしひとみ会
伊勢物語を読む会
にこにこおはなし会
読書会
（内容：「阪急電車」有川　浩　著）

12日 ㈯
12日 ㈯
13日 ㈰
19日 ㈯
20日 ㈰
20日 ㈰

10：00～12：00
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00

一　　　般
一　　　般
幼・ 児 童
一　　　般
幼・ 児 童
一　　　般

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し

さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
13
日
㈰

　

13
時
〜
15
時

場　

所　

池
田
小
学
校
体
育
館

対　

象　

小
学
校
１
〜
６
年
生

　

男
女

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル
・
お
茶

問
い
合
わ
せ
先　

土
庄
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

楠　
☎
０
９
０
―
７
６
２
０
―
３
５
５
５
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小豆島町出先機関の電話番号 ※これから4ページは取り外し、ご家庭で保存してください。

施　　　設　　　名 TEL番号 FAX番号 区　　分 所 管 課
介護サービスうちのみ（居宅介護支援） 82－7034

82－7030
介護事業 介護サービス課

介護サービスうちのみ（訪問介護） 82－7036
訪問介護ステーション 82－7035
介護サービスいけだ 75－0200 －
内 海 病 院 82－2121 82－2125
介護老人保健施設うちのみ 82－7031 82－7030
福田診療所 84－2120 84－2120 診 療 所 健康づくり福祉課
城 山 会 館 75－2082 75－2705

隣 保 館 人権対策課草 壁 会 館 82－0808 82－6545
橘 会 館 82－2015 82－7020
池田中学校 75－0066 75－2230

中 学 校

学校教育課

内海中学校 82－2136 82－2137
池田小学校 75－2222 75－2501

小 学 校
星城小学校 82－2011 61－2125
安田小学校 82－2012 61－2135
苗羽小学校 82－2013 61－2115
池田学校給食センター 75－0040 75－0040

給食センター
内海学校給食センター 82－1421 82－1421
小豆島こどもセンター 75－1433 75－1435

幼稚園・保育所 子育ち共育課

星城幼稚園 82－2017 82－2017
安田幼稚園 82－2018 82－2018
苗羽幼稚園 82－2019 82－2019
旭 幼 稚 園 82－4902 82－4902
福田幼稚園・内海保育所福田分園 84－2024 84－2024
内海保育所 82－3837 82－3837
内海保育所橘分園 82－7985 82－7985
池田公民館 75－0600 75－1980

公 民 館

社会教育課

池田公民館中山分館 75－0159 －
池田公民館こども文庫 75－0154 －
蒲生公民館 75－0007 75－0007
二生公民館 75－2167 75－2167
三都公民館 76－0262 76－0262
西村公民館 82－0201 82－0201
草壁公民館 82－0019 82－0019
安田公民館 82－0337 82－0337
橘 公 民 館 82－2015 82－7020
苗羽公民館 82－0410 82－0410
坂手公民館 82－0248 82－0248
坂手公民館世代間交流センター 82－4291 －
福田公民館 84－2812 84－2812
図 書 館 82－0291 82－0298

そ の 他
三都ふれあいセンター 76－0262 76－0262
小豆島勤労青少年ホーム 82－0201 82－0201
働く婦人の家 82－0410 82－0410
Ｂ&Ｇ海洋センター 82－5171 82－5171



総務課

住民課 池田窓口センター

総務部　部長　空林 志郎

ＴＥＬ75－0555
FAX 75－1522　

ＴＥＬ75－1700・FAX 75－1500　

三都出張所

坂手出張所

橘 出 張 所

福田出張所

課　長（兼）　空林 志郎
●庶務係…職員の人事、給与その他勤務条件など

●行政防災係… 消防・防災、自治会、選挙など

●管財係…町有財産の管理、入札や契約の適正化など

●情報管理係… 地域情報化、行政情報システムなど

長町 耕作
●地籍調査係… 地籍調査など
平間 康久　古郷　勉

所　長（兼） 村口 佐吉

所　長（兼） 村口 佐吉

所　長（兼）

中武 弘景

木原 幸弘

所　長（兼） 村口 佐吉

村口 佐吉

　

所　長（兼）

●住民・衛生・人権・水道担当

●福祉・保健担当

●税務・出納担当（水道料含む）

町　長　塩田　幸雄

副町長　竹内　章介

TEL 76－0262・FAX 76－0262

TEL 82－0248・FAX 82－0248

TEL 82－2015・FAX 82－7020

TEL 84－2050・FAX 84－2061

森　春奈　三野 有里子

谷本 静香　弓木 和幸

出水 安則　笹谷 幸司

村口 佐吉

西崎 有紀　　渚　絢

山口 悦子

藤本 昌英

ＴＥＬ82－7003・FAX 82－5037　 ＴＥＬ82－7004・7005・FAX 82－5037　
課　長　田村 房敬 課　長　村口 佐吉
●町民税係…町県民税、国民健康保険税、

後期高齢者医療保険料、介護保険料

●資産税係…固定資産の評価、固定資産税、
特別土地保有税、軽自動車税

中井　恵　小野　和志　細井 知美　石田 隆将
寳田 雄一朗

●戸籍住民係…戸籍・住民基本台帳、
印鑑の登録・証明、埋火葬の許可

ＴＥＬ82－7004
小井手 由香里　中川 有里　城本 知佳
●住民年金係…国民年金、生活保護、消費者行政、

交通安全
ＴＥＬ82－7005
鎌田 省吾　脊尾 香織　小川 正晃

川﨑 智文　森口 和裕　濱岡 俊行

議会事務局
事務局長　三好 規弘
　　　　　　山本　睦

●収納係…町税・国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料・介護保険料の徴収、
納税証明

平野 明子　間島 崇百

　

人権対策課 ＴＥＬ82－7011・FAX 82－3600　
課　長　坂本 勇治
●人権対策係…人権対策の推進、男女共同参画、

町営住宅の管理

波田 　豊　多田 洋志
●人権教育啓発係…人権・同和教育、人権啓発
細井 隆昭　鍛治 大雅

池田庁舎

池田保健センター

税務課 住民課

内海庁舎

内海庁舎南館

ＴＥＬ75－1100
FAX 75－0108
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企画振興部　部長　松本 篤

平成24年４月９日現在

企画財政課 ＴＥＬ75－1800・FAX 75－1500　
課　長　久利 佳秀

瀬戸内国際芸術祭2013推進室
室長　松本　　篤（兼）　久利　佳秀（兼）　空林　志郎（兼）　弓木　和幸（兼）　大下　　淳（兼）　
　　　　　　　　　　　 山本　重敏（兼）　山本　真也（兼）　相原　隆幸（兼）　唐橋　幹隆（兼）　
　　　　　　　　　　　 多田　洋志（兼）　山下　光憲（兼）　清水　一彦（兼）　城　　博史（兼）
　　　　　　　　　　　 谷本　静香（兼）　三野有里子（兼）　坂東　民哉（兼）　近藤　伸一（兼）
　　　　　　　　　　　 尾田　秀範（兼）　石山　　豊（兼）　藤井　愛子（併）　片桐三南絵（兼）

●企画調整係…施策の総合調整、交通政策、移住促進、
統計調査など

●財政係…財政計画の策定、予算編成、執行管理

●広報秘書係…広報の発行、ホームページの作成、秘書、
情報公開

相原 隆幸

山下 光憲　岡　亮　谷川 祐貴

大川 昭彦　肥田 成弘

ＴＥＬ82－7008・FAX 82－3600　 ＴＥＬ82－7007・FAX 82－7017

廃棄物の処理、合併処理浄化槽、
狂犬病の予防、環境の美化、
墓地、斎場

観光事業の振興、観光客の誘致および宣伝

観光施設の管理運営

公害、環境保全、省エネルギー、
新エネルギー

土木施設の管理・保全、町営住宅の管理
建築確認申請

オリーブの生産振興、オリーブを
活用した地域振興

土木施設の新設・改良、
土木施設の災害復旧、
都市下水路整備、漁港整備

　

環境衛生課
課　長　樋元 一郎
●衛生係…

田村 明敬　黒島 香代子　高橋 良雄　
福長 和也
●環境保全係…

本郷　学

農林水産課 ＴＥＬ75－1900・FAX 75－1522
課　長　石山　豊
●農林水産係…農林水産業の振興、農業委員会、

森林組合、鳥獣の保護・駆除など

●農林土木係…農林水産土木施設の管理保全、
農林施設の災害復旧、土地改良区、
土地改良事業、治山治水事業など

山本 重敏　野崎　賢　立住 貴彦
船波 哲雄

真砂 智規　竹上　秀

ＴＥＬ82－7009・FAX 82－3600　

　

建設課
課　長　尾田 秀範
●管理係…

山口 総一郎　青井 奈穂子　玉垣 智久
中桐 義雄
●建設係…

三木 宜紀　守山 和利　山本 英人
山本 貴裕　岡田  誉

坂東 秀一

公園・緑地・沿道の緑化・維持管理、
緑化団体の指導

●公園緑化係…

　

商工観光課
課　長　坂東 民哉
●観光係…
近藤 伸一　三好 貴之
●観光施設係…
片桐 三南絵

ＴＥＬ82－7018・FAX 82－7017　

　

オリーブ課
課　長　城　博史
●オリーブ係…

丸本　秀　木村 隆志

商工業の振興、地場産業の振興産業支援室 …
室　長　山本 真也
　　　　森　貞二

池田庁舎

内海庁舎南館 オリーブナビ小豆島内
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教育長　後藤　巧

健康福祉部　部長　松尾 俊男

教育部　部長　荘野 守

健康づくり福祉課 ＴＥＬ82－7038・FAX 82－1120　

ＴＥＬ82－7034・FAX 82－7030　

課　長　大下 淳
●健康づくり係…結核および感染症等の予防、母子保健および

成人保健、健康づくり、予防接種、献血事業

●地域福祉係…乳幼児医療、母子・父子の福祉、児童福祉

●障害者福祉係…心身障害児（者）の福祉、自立支援

三好 祐子　木下 京子　井本 直子　佐治 晴美
上田 有梨

真砂 雅基　楠　初美　宮谷 健太郎

●介護事業係…訪問看護、居宅介護
支援、訪問介護

堀内 宏美　黒﨑 邦光

●業務係…業務の総合調整、水道料金等の徴収・出納その他の会計事務
清水 一彦　大野 洋介　山本 智加
●施設係…水道用水の供給、水道施設の維持管理
立住 和之　三浦 健二　堀田 和志

黒島 克則　山口　淳

介護サービス課

介護老人保健施設うちのみ内

内海庁舎

内海庁舎南館

内海浄水場内

課　長　岡　秀安　

●国保係…国民健康保険、後期高齢者医療
藤澤 明寛　大下 かおり

出納室

病院再編推進室 …

ＴＥＬ82－7012・FAX 82－5037　
会計管理者　谷部 達海

ＴＥＬ82－7002・FAX 82－5037　
室　長　立花 英雄
　　　　寒川 公裕●出納係… 現金等の出納・保管、会計検査、決算

収納対策室 …収納対策

古郷 信子

水道課　ＴＥＬ82－7016・FAX 82－1524

ＴＥＬ82－7014・FAX 82－1025

課　長　唐橋 幹隆　

高齢者福祉課
課　長　濱田　茂
●地域包括支援センター…　　　　高齢者の総合的な

相談・調整、介護予防・健康
づくり、予防ケアプラン

●介護保険係…介護保険・高齢者福祉

病院統合の推進

丸本 文枝　佐伯 美恵　黒﨑 優子
八木 尚子　坂東奈保子　前田 文子　　

山下 善範　岡野 俊一郎

室　長　森　一生
　　　　谷口 卓也　

学校教育課

ＴＥＬ82－7010・FAX 82－1025　

課　長（兼）荘野　守
●学校教育係…教育委員会の会議、教育財産の管理、児童・

生徒の就学、学校給食

●社会体育係…社会体育、スポーツ団体の育成

後藤 正樹　林　 宗利　森　稔

子育ち共育課
課　長　大江 正彦
●子育ち支援係…幼稚園、保育所、こどもセンター、子育ち・子育てに関する施策
岡田 輝美　藤本 裕美子　黒島 康仁

社会教育課 ＴＥＬ82－7015・FAX 82－1025　
課　長　松田 知巳
●社会教育係…生涯学習、社会教育、文化財、

青少年育成

前田 玲子　藤井 愛子　福家　茂
真砂 祐樹

中川　啓

ＴＥＬ82－7006
　FAX 82－1120　

●内海ダム対策係…内海ダム再開発事業の推進、水源開発
小野　努

内海庁舎

2012.5 12



2012.513

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上

の
方
を
加
入
対
象
と
し
て
、

万
一
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な

ど
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　

介
護
保
険
の
費
用
は
利
用
者

　

世
界
の
各
地
で
は
、
タ
イ
洪

水
や
ト
ル
コ
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
や
武
力
紛
争
が
あ
と
を

た
た
ず
、
多
く
の
人
が
飢
え
や

病
気
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
東

日
本
大
震
災
や
台
風
災
害
な

ど
、
多
く
の
人
的
・
物
的
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
・

博
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
各
種

災
害
や
紛
争
な
ど
の
た
め
、
飢

餓
や
貧
困
、
病
疫
な
ど
に
苦
し

む
国
内
外
の
人
々
を
救
護
・
救

済
す
る
と
と
も
に
、
救
急
法
・

幼
児
安
全
法
な
ど
の
講
習
の
普

及
活
動
を
は
じ
め
、
献
血
・
医

療
・
青
少
年
健
全
育
成
事
業
や

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

の
1
割
負
担
の
ほ
か
、
保
険
料

と
公
費
（
税
金
）
で
半
額
ず
つ

負
担
し
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
65

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
３
年

に
一
度
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
赤
十
字

社
の
方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

く
社
費
と
寄
付
金
を
財
源
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
拡
充
・

発
展
が
可
能
と
な
り
、
多
く
の

人
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
婦
人
会
・
自

治
会
が
中
心
と
な
っ
て
各
戸
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
赤
十
字
社
員
に
ご
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　
　

　
　

☎
８
２
―
７
０
０
５

　

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　

☎
７
５
―
０
５
５
８

４
月
か
ら
65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

額
の
見
込
み
に
よ
り
、
左
記
の

表
の
と
お
り
保
険
料
額
を
改
定

し
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
6
月
中
旬
に
発
送
す

る
通
知
に
よ
り
、
個
別
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

☎
８
２
―
７
０
０
3

　

高
齢
者
福
祉
課

☎
８
２
―
７
０
０
６

所得段階 保険料率 月額保険料 対象者の内容

第１段階 基準額×4/8 2,280円 生活保護を受けている方等

第２段階 基準額×4/8 2,280円
世帯全員が住民税非課税で、本
人の課税年金収入額＋合計所得
金額が80万円以下の方

特例第３段階
（細分化） 基準額×5/8 2,850円

世帯全員が住民税非課税で、本
人の課税年金収入額＋合計所得
金額が120万円以下の方

第３段階 基準額×6/8 3,420円
世帯全員が住民税非課税で、本
人の課税年金収入額＋合計所得
金額が120万円超の方

特　　例
第４段階 基準額×7/8 3,990円

本人が住民税非課税で、同じ世
帯に住民税課税者がいる方のう
ち、課税年金収入額＋合計所得
金額が80万円以下の方

第４段階 基　準　額 4,560円
本人が住民税非課税で、同じ世
帯に住民税課税者がいる方のう
ち、課税年金収入額＋合計所得
金額が80万円超の方

第５段階 基準額×9/8 5,130円 本人が住民税課税で、本人の合
計所得金額が125万円未満の方

第６段階 基準額×10/8 5,700円
本人が住民税課税で、本人の合
計所得金額が125万円以上190万
円未満の方

第７段階 基準額×12/8 6,840円 本人が住民税課税で、本人の合
計所得金額が190万円以上の方

①低所得者の負担の軽減のため、特例第 3段階の新設と特例第 4段階の継
続により、所得に配慮した保険料段階の設定とします。

②保険料上昇の緩和のため、介護給付費準備基金の取り崩しや交付金の活
用を実施します。

あ
な
た
が
支
え
る
赤
十
字
の
活
動

あ
な
た
が
支
え
る
赤
十
字
の
活
動

　
５
月
は
、
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月
間
で
す
。

　
５
月
は
、
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月
間
で
す
。

「
赤
十
字
社
員
」
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
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年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
（
異
動
）
さ
れ
る

方
の
被
保
険
者
証
と
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
る
方
へ

加
入
さ
れ
る
方
へ

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
被

保
険
者
は

　

保
険
税
（
料
）
を
滞
納
し
て

い
な
い
40
歳
以
上
の
方
で
、
年

1
回
を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
現
在
医
療
機
関
で
加
療
中

の
方
、介
護
施
設
入
所
中
の
方
、

今
年
度
中
に
健
康
診
断
（
特
定

健
診
）
を
受
け
た
方
を
除
き
ま

す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
医

療
機
関

　

内
海
病
院
、
牟
礼
病
院
、
池

田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
土
庄
中

央
病
院
の
4
つ
の
医
療
機
関
か

ら
選
べ
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
内
容
等

　

血
液
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

胸
部
Ｘ
腺
、
心
電
図
、
腹
部
超

音
波
、
眼
底
検
査
、
胃
カ
メ
ラ

も
し
く
は
胃
透
視
な
ど
の
標
準

の
検
査
に
加
え
、
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
と
し
て
Ｃ
Ｔ
、
前
立
腺
が

ん
検
査
、
子
宮
頸
が
ん
検
査
、

乳
が
ん
検
査
も
選
択
で
き
ま

す
。（
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は

実
施
で
き
な
い
検
査
も
あ
り
ま

す
。）

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
９
割
が

助
成
さ
れ
ま
す
の
で
１
割
の
負

担
を
医
療
機
関
窓
口
で
、
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。
金
額
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
が
、標
準
の
検
査
の
場
合
、

負
担
額
は
約
３
，３
０
０
円
程

度
で
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
受
け
る

場
合
は
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
で
約
１
，

５
０
０
円
、
前
立
腺
が
ん
検
査

約
３
０
０
円
、
子
宮
頸
が
ん
検

査
約
３
０
０
円
、
乳
が
ん
検
査

約
６
０
０
円
が
追
加
で
必
要
と

な
り
ま
す
。

申
し
込
み
先

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
希
望
者

は
、
印
鑑
と
特
定
健
康
診
査
受

診
券（
白
色
で
5
月
末
に
送
付
）

も
し
く
は
後
期
高
齢
者
健
康
審

査
受
診
券
（
黄
色
で
5
月
末
に

送
付
）
を
持
参
の
う
え
、
健
康

づ
く
り
福
祉
課
国
保
係
（
☎
82

―
7
０
３
８
）
も
し
く
は
池

田
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
☎
75
―

０
５
５
５
）
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

本
町
で
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
、
本
町
に
住
所
を
有
す

る
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
対
し
て
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
。
費
用
の
9
割
を
助
成
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
「
人
間
ド
ッ
ク
」

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
る
方

の
資
格
取
得
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

年
度
途
中
に
新
た
に
75
歳
に

な
っ
た
方
の
被
保
険
者
証
は
、

誕
生
日
の
前
月
中
旬
頃
に
香
川

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
誕

生
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
途
中
に
転
入
し
た
方
や

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方
、
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
の
う
ち
、
申
請
に
よ

り
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
広
域

連
合
か
ら
認
定
を
受
け
た
方
の

被
保
険
者
証
は
、
基
本
的
に
即

日
交
付
で
す
が
、
後
日
送
付
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

　

年
度
途
中
に
加
入
（
異
動
）

さ
れ
た
方
は
、
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
（
普
通
徴
収
）
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
額
は

資
格
取
得
日
を
含
む
月
か
ら
月

割
り
で
算
定
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

の
条
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て

は
、
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
一

定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
普

通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
に
切
り

替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

申
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
納
付

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

通
知
時
期　

資
格
取
得
日
を
含

む
月
の
翌
々
月
の
中
旬
（
た
だ

し
、
４
月
に
加
入
（
異
動
）
さ

れ
た
方
は
、
７
月
の
通
知
と
な

り
ま
す
。）

通
知
書　
『
保
険
料
額
決
定
通

知
書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
』

が
税
務
課
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
82
―
７
０
３
８　
　
　
　

　

税
務
課 

☎
82
―
７
０
０
３

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合
事
務
局

　

☎
０
８
７
―
８
１
１
―
１
８
６
６

　
国
民
健
康
保
険
よ
り
お
知
ら
せ

　

移
動
が
困
難
な
重
病
人
が
緊

急
的
に
や
む
を
得
ず
医
師
の

指
示
に
よ
り
、
転
院
な
ど
移
送

に
費
用
（
フ
ェ
リ
ー
代
な
ど
）

が
か
か
っ
た
と
き
、
移
送
費
が

払
い
戻
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
健
康
づ
く
り

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

小
豆
島
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
で
災
害
な

ど
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
支

払
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、

健
康
づ
く
り
福
祉
課
（
☎
82
―

７
０
３
８
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

事   　 由 資格取得日

1 新たに75歳になる方 誕生日

2 転入 転入により住所を定めた日

3 生活保護の停止また
は廃止 停止または廃止となった日

4 障害認定（※） 後期高齢者医療広域連合の認
定を受けた日

※65歳から74歳までの一定の障害がある方（障害認定を受
　けるには申請が必要です）
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都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
は
、
都
市
計
画
法
に
そ

の
策
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
県
が
概
ね
20
年
後
の
都

市
の
姿
を
展
望
し
た
う
え
で
、

市
町
を
越
え
る
広
域
的
な
見
地

か
ら
、
区
域
区
分
を
は
じ
め
と

す
る
広
域
的
・
根
幹
的
な
都
市

づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
示

す
も
の
で
す
。

　

香
川
県
で
は
既
存
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
平
成
22
年
に
中

間
目
標
年
を
迎
え
た
た
め
、
改

訂
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
後
に
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

○
説
明
会
に
つ
い
て

日
時　

５
月
24
日
㈭　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜

場
所　

役
場
内
海
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　

２
階
研
修
室

※
入
場
は
自
由
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
出

　

見
直
し
の
素
案
を
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
聴
会
に
出
席

し
て
意
見
を
述
べ
た
い
方
は
、

素
案
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
29
日
㈫
〜６月

12
日
㈫

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

場
所　

建
設
課
、
県
土
木
部
都

市
計
画
課

○
公
聴
会
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
見
直
し
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
聴
会
を

開
き
ま
す
。
た
だ
し
公
述
の
申

出
が
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
を

中
止
し
ま
す
。

日
時　

６
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜

場
所　

土
庄
中
央
公
民
館

※
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
人
は
発
言
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　

都
市
政
策
・
計
画
Ｇ

　

☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５
５
７

　

建
設
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
９

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
行
い
ま
す

見
直
し
を
行
い
ま
す

平
成
平
成
2424
年
度
年
度

『
高
齢
者
・
障
害
者
に
関
す
る
無
料
相
談
会
』

『
高
齢
者
・
障
害
者
に
関
す
る
無
料
相
談
会
』

の
実
施
に
つ
い
て

の
実
施
に
つ
い
て

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！ （小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

今年のテーマ　 ～糖尿病予防レシピ～

鯵のハーブ
　　　パン粉焼き
❖栄養価（１人分）

❖材　料（2人分）

❖作り方

エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
食塩相当量

鯵（三枚おろし）
塩
パン粉
ローズマリー

タイム
バジル
オリーブ油
レモン（くし型）
トマト（くし型）
ブロッコリー

140ｇ
小さじ1/5

適宜
適宜

適宜
適宜

小さじ1
１／４個
60ｇ
60ｇ

211Kcal
　19.5ｇ
　4.3ｇ
　1.1ｇ

鯵に塩を振り、ブロッコリーは小房に分けてゆでる。
ローズマリー、タイム、バジルはみじん切りにして
ペーパータオルで水気を取り、パン粉とあわせる。
①の鯵にオリーブ油、②をまぶして天板にならべ、
オーブンまたはオーブントースターで色よく焼く。
器にもってレモン、トマト、ブロッコリーを添える。

※ハーブを使うことで魚の臭みを消し、塩分を抑えられます。
※油で揚げずにオーブンで焼くので、油の量も抑えられます。
日本食生活協会　糖尿病予防レシピより

①
②

③

④

　

成
年
後
見
制
度
、
相
続
や
遺

言
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な

ど
に
つ
い
て
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
社
会
福
祉
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

4
月
1
日
〜
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
の

　

毎
月　

第
1
・
第
3
木
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

場
所　

香
川
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
4
階　

香
川
県
社

会
福
祉
協
議
会（
権
利
擁
護
・

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

〒
７
６
０
―
０
０
１
7

　

高
松
市
番
町
１
―
10
―
35

内
容　

●
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ

い
て

●
相
続
や
遺
言
に
つ
い
て

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

対
象
者　

当
事
者
ま
た
は
ご
家

族
、
成
年
後
見
人
等
、
施
設
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
関
係
機

関
、
団
体
な
ど

相
談
方
法　

弁
護
士
・
司
法
書

士
・
社
会
福
祉
士
に
よ
る
予

約
制
の
面
談
（
1
人
40
分
程

度
）

※
相
談
日
の
1
週
間
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

社
会
福
祉
法
人 

香
川
県
社
会

　

福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
７
―
８
６
１
―
８
８
８
３

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

平成24年度　温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

５月10日 西村・草壁・安田・橘・岩谷・当浜・
福田・吉田

５月17日 池田・蒲生・中山
５月31日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・

堀越・田浦・坂手
※５月24日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課国保係　☎82－7038
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和の雰囲気を感じて

謝の気持ちを伝えて

れの舞台、響く歌声 十四の瞳」、栄冠に輝く！

二十四の瞳映画村にギャラリー「松竹座」がオープン

映画「八日目の蟬」日本アカデミー賞 10冠小豆島里帰り報告会

ミュージカル「二十四の瞳」小豆島公演 小豆島高校野球部、春季四国地区高校野球県大会で初優勝！

　3月20日、二十四の瞳映画村で、木下恵介監督、
高峰秀子さん主演の映画「二十四の瞳」を上映して
いる「松竹座」がリニューアルされ、「ギャラリー
松竹座」としてオープンしました。
　リニューアルは、木下恵介監督生誕百年を記念し
て、木下監督の出身地の浜松市と小豆島町、松竹が
共同で行う「ひとつ木の下プロジェクト」の一環
で、日本映画黄金期の1950年代の雰囲気を再現し
た作りになっており、当時の雰囲気を感じながら映
画を楽しむことが出来ます。

　4月5日、二十四の瞳映画村で、映画「八日目の蟬」の
成島出監督と日活の石田雄治、有重陽一両プロデューサー
の3人を招いて、日本アカデミー賞10冠の報告会が行わ
れました。
　報告会では、3人に対して10冠達成のお祝いと映画を
通して小豆島をPRしていただいたことに対して小豆島
町・土庄町の両町長から感謝状が贈られ、成島監督は、
「島の自然と地元の方の協力で撮影できました」と感謝の
言葉を述べていました。
　また、報告会後にはロケ地のひとつ木庄地区で記念植樹
が行われるなど、地元の方との交流を深めていました。

　3月28日、島田歌穂さんと県内の小・中学生
21人によるミュージカル「二十四の瞳」の小豆
島公演が、サン・オリーブで行われました。
　公演では、「ＮＰＯ法人『二十四の瞳』を21
世紀に伝える会」と島民有志の皆さんから、約4
か月間にわたり歌や演技指導を受けたこどもたち
が、「おなごせんせい」役の島田歌穂さんと28
曲の唱歌や稽古の成果を発揮した元気のいい演
技を披露し、400人以上の観客が集まり満員に
なった会場は大きな拍手に包まれていました。

　4月2日、春季四国地区高校野球県大会の決勝
戦がレクザムスタジアムで行われ、小豆島高校が
丸亀高校を破り初優勝を果たしました。部員12
人の「二十四の瞳」で大会に挑んだ選手の皆さん
は、昨年の夏、秋の大会で阻まれた準々決勝の壁
を突破し、決勝戦まで進出。決勝戦では、9回表
に同点に追いつかれましたが、9回裏に見事なサ
ヨナラ勝ちで勝利を収めました。
　優勝した小豆島高校野球部の皆さんは、5月3
日から5日までレクザムスタジアムで開催される
四国大会に出場します。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

昭

感

晴 「二
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5月
May

く
ら
し
の
情
報

―
７
０
３
４
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

内
海
保
育
所
で
は
、
5
月
以

降
の
「
に
こ
に
こ
広
場
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
内
で
保
育
し

て
い
る
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち

が
一
緒
に
保
育
所
に
集
ま
り
、

在
園
児
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
に
つ
い
て
保
護
者
同
士

の
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

対
象
児　

生
後
７
か
月
か
ら
5

歳
ま
で

定
員　

10
名
程
度
（
先
着
順
）

申
込
締
め
切
り　

５
月
15
日
㈫

申
し
込
み
先　

内
海
保
育
所　

　

☎
８
２
―
３
８
３
７

　

真
向
法
体
操
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
、
た
っ

　

小
豆
島
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
う

ち
の
み
お
よ
び
小
豆
島
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
い
け
だ
に
勤
務
す
る

登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

研
修
２
級
以
上
修
了
者
お
よ

び
普
通
自
動
車
運
転
免
許

勤
務
先　

小
豆
島
町
介
護
サ
ー

ビ
ス
う
ち
の
み
（
老
健
う
ち

の
み
内
）
お
よ
び
小
豆
島
町

介
護
サ
ー
ビ
ス
い
け
だ
（
池

田
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

申
込
方
法　

履
歴
書
、
修
了
証

　

書
お
よ
び
免
許
証
の
写
し

を
添
え
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
課

（
老
健
う
ち
の
み
一
階
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
８
２

た
の
３
分
間
、４
つ
の
動
作
で
、

手
軽
に
で
き
る
若
さ
を
保
つ
健

康
体
操
で
す
。
介
護
予
防
に
も

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
28
日
㈪

　
　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時

場
所　

内
海
福
祉
会
館
２
階

講
師　

真
向
法
協
会
会
長

　
　
　
　
　

佐
藤　

良
彦
先
生

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

西
村　

正
義

　

☎
８
２
―
３
２
２
６

日
時　

６
月
３
日
㈰

　

９
時
〜
12
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

対
象　

６
歳
児
ま
で
（
無
料
）

実
施
内
容　

ハ
ミ
ガ
キ
指
導
、

フ
ッ
素
塗
布
、
歯
垢
染
色
、

栄
養
士
に
よ
る
食
育
コ
ー

ナ
ー
（
相
談
）、
そ
の
他
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　

新
緑
の
寒
霞
渓
は
、
夏
鳥
の

歌
声
で
満
ち
て
い
ま
す
。
青
い

鳥
オ
オ
ル
リ
や
黄
色
い
鳥
キ
ビ

タ
キ
な
ど
美
し
い
野
鳥
の
姿
を

探
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
散

策
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
12
日
㈯

　

9
時
集
合　

少
雨
決
行

集
合
場
所　

寒
霞
渓
紅
雲
亭

　

駐
車
場

参
加
費　

無
料

準
備
物　

双
眼
鏡
、
図
鑑
、
水

筒
、
弁
当

探
鳥
コ
ー
ス

　

紅
雲
亭
↓
表
12
景
遊
歩
道
↓

山
頂
駅
広
場
（
昼
食
）
↓
表

12
景
遊
歩
道
↓
紅
雲
亭
に
て

解
散　
　
　
（
15
時
30
分
頃
）

主
催　

日
本
野
鳥
の
会
香
川
県

支
部

問
い
合
わ
せ
先　

片
山　

一

　

☎
８
２
―
５
７
８
５

募
集

R
ecru
itm
en
t

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

真
向
法
体
操
の
講
習
会

に
こ
に
こ
広
場
参
加
者
募
集

第
22
回｢

歯
の
健
康
祭｣

第
20
回
小
豆
島寒霞

渓
探
鳥
会

　

近
年
の
局
地
的
な
集
中
豪
雨

に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど

か
ら
、
よ
り
早
く
的
確
な
情
報

を
発
信
し
、
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
香
川
県
で
は
4
月
か
ら

新
た
に
県
内
主
要
12
河
川
の
18

箇
所
の
水
位
観
測
局
に
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

静
止
画
像
を
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

梅
雨
時
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン

な
ど
、
降
雨
に
よ
り
河
川
が
増

水
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
に
は
、

こ
ま
め
に
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
避
難
判
断
の
材
料
の
ひ
と

つ
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

《
監
視
カ
メ
ラ
設
置
河
川
》

　

湊
川
・
津
田
川
・
鴨
部
川
・

　

新
川
・
春
日
川
・
香
東
川
・

　

本
津
川
・
綾
川
・
大
束
川
・

　

金
倉
川
・
高
瀬
川
・
財
田
川

《
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
共

通
》　　
　
　
　
　
　

  　

　

http://w
w
w
.pref.kagaw

a.
lg.jp/kasencam

era/

《
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
》

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課

　

☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５

　

４
４　
　

香
川
県
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
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公
的
年
金
の
相
談
や
年
金
請

求
に
関
す
る
手
続
き
、
ま
た
、

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
見
方

や
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

の
記
載
方
法
な
ど
、
日
本
年
金

機
構
の
委
託
し
た
社
会
保
険
労

務
士
が
無
料
で
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
11
日
㈮

　

10
時
〜
15
時

場
所　

内
海
庁
舎

　
　
　
　
　
　

第
１
相
談
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に

は
、
委
任
状
お
よ
び
依
頼
を

受
け
た
ご
本
人
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
物
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

● 

電
話
・
来
所
・
訪
問
相
談

　

☎
６
２
―
６
２
０
０

　

学
校
を
休
み
が
ち
・
い
じ
め
・

進
路
な
ど
教
育
に
つ
い
て
小
・

中
・
高
校
生
や
保
護
者
か
ら
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

８
時
30
分
〜
17
時

●
親
の
会

　

学
校
を
休
み
が
ち
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）
が
悩
み
や
子
ど
も
と

の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
話
す

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

【
日
時
】　

毎
月
第
４
水
曜
日　

　

14
時
〜
16
時

※
都
合
で
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
内
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
若
竹
教
室
」

　

☎
６
２
―
６
２
０
０

（
場
所
：
土
庄
中
学
校
東
）

が
原
因
で
、
脳
、
脊
髄
ま
た
は

胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度

の
後
遺
障
害
を
も
つ
た
め
、
移

動
、
食
事
、
排
泄
な
ど
日
常
生

活
動
作
に
つ
い
て
常
時
ま
た
は

随
時
の
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
方
に
介
護
料
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因

で
保
護
者
が
死
亡
さ
れ
た
、
あ

る
い
は
、
重
度
の
後
遺
障
害
を

残
す
こ
と
と
な
っ
た
た
め
に
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
交

通
遺
児
等
に
義
務
教
育
が
終
了

す
る
ま
で
の
間
、
交
通
遺
児
等

（
育
成
資
金
）の
貸
付（
無
利
子
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
介
護
料
支
給
対
象

常
時
介
護　

　

自
賠
責
認
定
等
級

　

｢
第
１
級
１
号｣

ま
た
は｢

第

１
級
２
号｣

　

旧
自
賠
責
認
定
等
級

　

｢

第
１
級
３
号｣

ま
た
は｢

第

１
級
４
号｣

随
時
介
護

　

自
賠
責
認
定
等
級

　

｢

第
２
級
１
号｣

ま
た
は｢
第

２
級
２
号｣

　

旧
自
賠
責
認
定
等
級

　

｢

第
２
級
３
号｣

ま
た
は｢

第

２
級
４
号｣

金
額
月
額
２
９
，２
９
０
円
〜

　
　
　

１
３
６
，８
８
０
円

※
介
護
保
険
法
等
に
よ
る
給
付

を
受
け
た
と
き
は
、
対
象
外

に
な
り
ま
す
。

○
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）

貸
付

対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
る

交
通
遺
児
等
で
中
学
生
ま
で

貸
付
金

　

一
時
金
（
初
回
の
み
）

１
５
万
５
千
円

　

月
額　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

入
学
支
度
金　

４
万
４
千
円

（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法

　

人
自
動
車
事
故
対
策
機
構　

高
松
主
管
支
所　

被
害
者
援

護
担
当

　

☎
０
８
７
―
８
５
１
―
６
９
６
３

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
へ
（
被
害
者
援
護
制

度
の
ご
案
内
）

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

相
談

A
d
v
ice

ボランティアセンター
会　員　募　集

　買物・食事作り・部屋の掃除・補修・話し相手・
安否確認などのボランティアに登録しませんか。
個人・団体どなたでも登録できます。

★ 登録料（活動保険料）２８０円
★ 申し込み・問い合わせ先
　　申込用紙に記入のうえ、　社会福祉協議会へ
　 お申し込みください。
小豆島町社会福祉協議会
　内 海 本 所　☎８２－５３１８
　池 田 支 所　☎７５－００１８
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お買い物は地元商店を
使いましょう

５月　くらしのカレンダー
町内の
【3月】 発生状況

事故・火災・救急

（敬称略）

社会福祉協議会へ
　▷坂本　保美（南蒲野）
介護老人保健施設うちのみ・介護サー
ビス事業へ
　▷髙橋　文彦（安田）
介護老人保健施設うちのみへ
　▷ＪＡ香川県内海女性部

　▷松島　　泰（東京都世田谷区）

※広報しょうどしま３月号17ページ
「町内の事故・火災・救急の発生状
況」の救急（１月分）の欄で件数が
69件とありましたが、正しくは71
件です。訂正してお詫びします。

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 7 17 11
負 傷 者 8 18 15
死 亡 者 0 0 0

火　　災 3 5 2
救　　急 48 170 180

寄　付

リサイクル情報
（３・４月受付分）

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

みなさんからの

【譲ります】

【求めます】

手さげ金庫
キッチン用ラック
机
カーボンヒーター
食卓テーブル・イス4脚
リクライニングベッド（シングル）
　　　　　　　　　　 ボタン操作

苗羽小学校　女子制服一式　150センチ以上
エアロバイク
草壁保育園　制服　　　　　120センチ～
　　　　　　体操服（上・下）　　〃　
小豆島高校　男子ブレザー　　LかLL
五月飾り　兜
ベビーバスケット
手織機　　　　　　　幅が40センチ以上
ジュニアシート
YAMAHAエレクトーン　ELシリーズ
こいのぼり

無償
無償
無償
無償
無償

有償

無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償
無償

制服、プリンターはリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。 

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

1日 火
2日 水
3日 木
4日 金
5日 土
6日 日
7日 月
8日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
9日 水 ポリオ予防接種　　13：15～13：45受付

　（対象児：生後３か月～90か月未満の児）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 池田保健センター

10日 木 入浴サービス　　　　　　　　　　　　　　　　　豊寿園
11日 金
12日 土
13日 日
14日 月
15日 火
16日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
17日 木
18日 金
19日 土
20日 日
21日 月
22日 火 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター
23日 水 ４か月児健診 　 13：15～14：00受付

　（対象児：平成23年12月22日～平成24年２月23日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　 老人保健施設うちのみ
10か月児健診 　 14：30～15：00受付
　（対象児：平成23年６月22日～８月23日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　 老人保健施設うちのみ

24日 木 入浴サービス　　　　　　　　　　　　　　　　　豊寿園
25日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成24年3月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　11：00～12：00

26日 土
27日 日 オリーブマラソン全国大会　　　　　　　　　坂手港周辺
28日 月
29日 火
30日 水
31日 木

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　5月は、女子遍路、オリーブの花～ハーブフェア～、洞雲山・夏至観音、棚
田の水張り、醤油の発酵などの話題をお届けする予定です。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）

FM香川　　　　　周波数78.6MHz
Kiss FM KOBE　周波数89.9または77.6MHz
FM大阪　　　　　周波数85.1MHz

毎週火曜日 8：25～8：30
毎週木曜日 9：50～9：55
毎週金曜日 9：22～9：27

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

}

今月の納税
●固定資産税
●軽自動車税

1期
全期

納期期限
5月31日㈭です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

ふるさと納税（寄付）



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

毛
利　

祐
樹
・
亜
矢
子

蒲

生

長
尾　

和
哉
・
真　

希

蒲

野

碓
井　

弘
人
・
恭　

子

馬

木

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

須
佐
美
能
敬
82
本

人

池

田

井
上
照
子
77
勝

由

〃

野
村　

市
85
繁
　

蒲

生

綿
谷
ひ
さ
の

45

充

〃

中
江
正
夫
89

正

〃

八
木　

評
87
さ
ゆ
み

室

生

田
中
ワ
カ
ノ

99
文

博
草
壁
本
町

赤
岩
明
彦
58
義

明

〃

竹
田
幸
男
83
千
鶴
子

安

田

後
藤
小　

93
数

一

西

村

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

太
田
怜れ

愛あ

女
浩　

幸

西

村

石
井
永と

遠わ

男
正

文
草
壁
本
町

山
本
萌も

花か

女
卓　

也

安

田

梅
本　

圭け
い

男

実

〃

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
３
組
）

◎
死　

亡　

（
21
人
）

◎
出　

生　

（
４
人
）

3
月
11
日
か
ら
4
月　

日
ま
で

人
動
の

き10

羽
田　

子
85

満

西

村

吉
田
良
平
80
敬

子

馬

木

上
谷
惠
子
75
和

民

〃

木
下
祐
三
93
本

人

苗

羽

石
井　

始
86
千
里
子

〃

川
﨑　

次
93
本

人

堀

越

太
田
久
乃
93
良

一

坂

手

細
谷
美
榮
子

87
本

人

〃

増
田
三
郎
90
勝

朗

吉

田

岡
田
美
津
子

78
忠

義

〃

山
田
尚
子
91
晴

夫

〃

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）
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人　口
男　性
女　性
世帯数

15,783
7,403
8,380
6,667

人
人
人
世帯

（△90人）
（△48人）
（△42人）
（△11）

（４月 1日現在（　）内は前月比）

▽
４
月
２
日
、
レ
ク
ザ

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ

れ
た
春
季
四
国
地
区
高

校
野
球
県
大
会
決
勝
戦

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
試
合
は
１
点
を

争
う
好
ゲ
ー
ム
、
同
点

に
追
い
つ
か
れ
た
時
は

正
直
厳
し
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
の
裏
の
攻
撃
で

見
事
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。　

　

小
豆
島
高
校
野
球
部
の
皆
さ
ん

の
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿

に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
大
き
な
感

動
と
元
気
を
も
ら
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
か
ら
22
〜
23
年
前
、
当
時

は
ま
だ
少
な
か
っ
た
ハ
ー
ブ
専

門
店
で
共
に
働
い
て
い
た
友
人

た
ち
と
訪
れ
た
5
月
の
小
豆
島

は
、
明
る
い
陽
光
と
海
山
の
鮮

や
か
な
色
で
充
ち
て
い
て
、
空

気
の
透
明
感
を
感
じ
ま
し
た
。

同
時
に
、
住
ま
い
の
あ
っ
た
横

浜
で
も
よ
う
や
く
流
行
り
始
め

た
ば
か
り
の
ハ
ー
ブ
が
、
こ

の
島
の
住
宅
の
庭
先
や
砂
利
道

の
脇
に
特
別
扱
い
さ
れ
る
こ
と

な
く
育
っ
て
い
た
こ
と
に
一
同

び
っ
く
り
。そ
れ
も
そ
の
は
ず
。

こ
こ
で
は
ハ
ー
ブ
は
、
天
然
香

料
を
採
る
目
的
で
昭
和
の
中
頃

か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
す

か
ら
・
・
・
。

　

ま
た
、
そ
こ
か
し
こ
に
花
が

多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
見
れ
ば
、
花
好
き
の
人
が

多
い
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
り

ま
し
た
。
開
放
的
な
風
景
と

花
好
き
の
人
々
。
そ
し
て
後
に

知
っ
た
、
こ
こ
に
あ
っ
た
も
う

一
つ
・
・
・
そ
れ
は
お
遍
路
さ

ん
を
迎
え
入
れ
る
「
お
せ
っ
た

い
」
の
心
。
草
花
と
お
せ
っ
た

い
・
・
・
あ
れ
？
こ
れ
は
？
2

つ
あ
わ
せ
る
と
？
ご
存
知
の
よ

う
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
の
仕
組
み
が
で
き

て
い
て
、そ
れ
は
「
個
人
の
庭
」

を
自
己
表
現
の
ス
テ
ー
ジ
と

し
、
よ
り
美
し
い
庭
を
目
指
し

て
丹
精
す
る
造
り
手
と
、
ま
ず

は
賞
賛
の
言
葉
と
、
そ
の
他
に

も
募
金
や
幾
ば
く
か
の
代
金
を

支
払
う
こ
と
で
応
え
る
見
学
者

と
が
交
流
を
愉
し
む
場
・
・
・
。

見
せ
る
側
と
見
る
側
が
草
花
を

軸
に
時
間
を
共
有
し
、
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
く
の
で
す
。

　

草
花
多
い
、
美
し
く
懐
か
し

い
風
景
に
浸
り
た
い
人
々
を

【
花
と
お
せ
っ
た
い
の
心
】
が

迎
え
る
・
・
・
尋
ね
て
き
た
人

は
【
花
へ
ん
ろ
】
さ
ん
と
な
っ

て
島
を
巡
り
、
気
持
ち
も
洗
わ

れ
て
帰
っ
て
行
く
・
・
・
も
し

か
し
た
ら
、
小
豆
島
に
は
す
で

に
【
花
へ
ん
ろ
】
の
道
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
隠
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
然
に
合
わ
せ
た
時
間
割

で
、
静
か
に
季
節
を
追
う
生
活

が
あ
る
こ
の
島
に
は
、
大
き
な

バ
ス
で
ぐ
る
り
と
巡
る
ツ
ア
ー

よ
り
も
、「
こ
こ
に
あ
る
も
の
、

あ
っ
た
も
の
」
で
培
わ
れ
た
、

飾
り
気
の
な
い
小
豆
島
を
知
っ

て
も
ら
う
旅
が
似
合
っ
て
い
る

よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　

こ
こ
で
暮
ら
し
始
め
て
18

年
、
縁
あ
っ
て
植
物
を
扱
う
仕

事
を
得
て
、
こ
の
季
節
に
山
か

ら
下
り
て
く
る
土
の
い
い
匂
い

が
、
あ
ら
た
め
て
こ
ん
な
こ
と

を
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
こ
こ
に
あ
る
も
の
、
あ
っ
た
も
の
』

柴　

田　

弥　

生
さ
ん

現
住
所　

西
村


